
【長野県東御市】
① ② ③

実績額

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
事業の評
価

外部有識者からの意
見

今後の方
針

今後の方針の理由

1 東御市総合戦略策定業務 基礎交付 9,818,543 指標①

指標① 移住相談件数 30 件 Ｈ28.3 30

指標② 空き家物件の登録伸び率 前年比15％増 ％ Ｈ28.3 27

指標③

指標④

指標⑤

指標① 子育てに関する悩み事の解決件数 20 件 Ｈ28.3 24

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① スペース活用件数 10 件 Ｈ28.3 10件

指標② 新規雇用者数 10 人 Ｈ28.3 5人

指標③

指標④

指標⑤

指標① 年間来訪者数 500 人 Ｈ28.3 2,002

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 観光ガイド養成者数 10 人 Ｈ28.3 30

指標②

指標③

指標④

指標⑤

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称
交付金の種

類

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 外部有識者からの評価

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施結果報告

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業の継続

移住相談は、行政以外
の当市に移住した定住
アドバイザーを加えた
事により一定の効果が
あった。Ｈ27年に実施し
た市内全域における空
き家実態調査により、
更なる空き家バンクの
充実を図る。

3 子育て応援ポータルサイト開設事業 基礎交付 2,386,629

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

子育て応援ポータルサ
イトは、幅広い子育て
世代向けの情報や写
真・イラスト等も多くとて
も見やすいものである
ので、今後も利用者の
声を聞いて更なる改良
を希望する。

事業の継続

行政からの一方的な情
報発信だけでなく、市民
との協働運営を検討す
る。

2 ＩＪＵ定住推進事業 基礎交付 5,145,037

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

市内全域を対象とした
空き家実態調査は大変
有効であり、今後その
情報を精査し、空き家
物件の充実を図り、移
住定住者の増加に繋げ
てもらいたい。

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

指標

4 東御市商工業魅力アップ補助金事業 基礎交付 3,080,000
地方創生に相当
程度効果があっ
た

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

商店街の空き店舗を活
用し、コワーキングス
ペースを整備したことは
評価できるが、創業希
望者等の利用者への
支援が重要である。

事業の継続

コワーキングスペース
を利用するため会員も
多く、新規雇用者の実
績もあったことから、28
年度以降も推進型交付
金を活用しての運営を
継続する

5 観光・産業シェアスペース設置運営事業 基礎交付 1,260,000
地方創生に効果
があった

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

商工会館に観光情報や
物産品等を展示するス
ペースを整備したが、
来館者に対し観光・産
業情報を発信する有効
的な手段を検討すべき
である。

事業の中止

地域産業の紹介により
「しごとの創生」面では
効果があったものの、
観光誘客効果は薄いた
め、本年度以降は商工
業振興策として単独事
業に位置づける。

6 観光ガイド部会育成事業 基礎交付 300,000
地方創生に非常
に効果的であっ
た

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

観光ガイドの養成は10
人の目標に対し、実績
が３倍の30人であった
点は大変評価できる。
今後も相互学習会や研
修を通じスキルアップを
図っていただきたい。

追加等更に
発展させる

来訪者との交流創出に
効果があったことから、
本年度以降は単なる観
光資源案内に止めず、
地域の食や文化などの
地域コンシュルジュ機
能を高めていく。
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① ② ③

実績額

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
事業の評
価

外部有識者からの意
見

今後の方
針

今後の方針の理由

指標① 交流人口（イベント参加者数） 200 人 Ｈ28.3 530

指標② 長期滞在農業研修生受入れ数 5 人 Ｈ28.3 1

指標③

指標④

指標⑤

指標① ビール麦作付試験圃場集積面積 2 ｈａ Ｈ28.3 1

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 防災ﾗｼﾞｵ放送ｶﾊﾞｰ率 75 ％ Ｈ28.3 73

指標② 災害時の難聴地域解消（現在７地区） 7 地区 Ｈ28.3 7

指標③ 市防災訓練参加者数 5,500 人 Ｈ28.3 4,753

指標④

指標⑤

地方創生に効果
があった

地方創生に効果
があった

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

災害時における防災ラ
ジオの難聴地域解消に
ついて大変評価でき
る。

事業の継続

防災ﾗｼﾞｵのｶﾊﾞｰ率は
目標達成に至らなかっ
たが、総合戦略で掲げ
ているｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信等
の啓発に努め、ｶﾊﾞｰ率
の向上に繋げる。防災
訓練参加者数は、天候
不良により低迷したが、
更なる参加促進を図
り、総合戦略の目標達
成に向け取組みたい。

8 クラフトビール振興事業 基礎交付 5,170,000

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

ビール麦作付試験圃場
集積面積の実績は半
分だったが、寒冷地用
ビール麦の試験栽培に
成果があったことは評
価する。

事業の継続

寒冷地向けに国の研究
機関で育種されたビー
ル麦を市内で試験栽培
した結果、一定の成果
が得られた。28年度で
は、作付地を拡大して
取組みたい。

9 臨時災害放送局設置整備事業 タイプⅡ 10,000,000

7 農山村交流促進事業 基礎交付 11,616,791
地方創生に相当
程度効果があっ
た

総合戦略
のKPI達成
に有効で
あった

市内ワインマップ及び新
規就農者向けリーフレット
の作成やワイン展の開催
は、交流人口の増加に大
変有効である。今後はワ
イン特区の構成市町村と
連携を図りワインツーリズ
ムコースの開発等に取り
組んでほしい。

事業内容の
見直し（改

善）

市内産ワインを活用し
た首都圏イベントは、特
に好評であり、農業体
験希望者や観光的な誘
客にも手ごたえがあっ
た、今後も機会を設け
て開催したい。

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称
交付金の種

類

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標
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